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催
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／
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ご
あ
い
さ
つ

　

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
当
研
究
所
の
活
動
に
ご
支
援
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

資
本
主
義
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
21
世
紀
政
策
研

究
所
で
は
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
の
中
島
隆
博
所
長
に
研
究
主
幹
を
お
務
め
い
た
だ
き
、
こ
の

間
、
望
ま
し
い
資
本
主
義
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
日
本
企
業
の
中
に
根
付
い
て
い
る
伝
統
的
な
価
値
観

に
も
注
目
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
ド
イ
ツ
・
ボ
ン
大
学
の
マ

ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
授
と
も
議
論
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
10
月
に
は
、
中
島
研
究
主
幹
に
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
ご
訪
問
い
た
だ
き
、
資
本
主
義
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
の
先
生
方
と
意
見
交
換
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
日
は
そ
の
際
、
現
地
で
も
意
見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ヒ
ュ
ー
・
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー 

オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
の
来
日
を
捉
え
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
次
第
で
す
。
開
催
に
あ
た
り
オ
ッ
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ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
日
本
事
務
所
の
方
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
事
務
所
の
ア
リ
ソ
ン
・
ビ
ー
ル
代
表

に
は
特
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

21
世
紀
政
策
研
究
所
で
は
、
今
後
と
も
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
連
携
を
深
め
勉
強
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
今
日
は
そ
の
第
１
回
で
す
。
本
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ま
ず
ウ
ィ
ッ
タ

カ
ー
先
生
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
見
た
日
本
の
資
本
主
義
、
日
本
お
よ
び
世
界
が
目
指
す
べ
き
資
本
主

義
の
方
向
性
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、
中
島
先
生
か
ら
、
資
本
主
義
に
お
け
る
倫
理
の
役
割
に
つ

い
て
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
重
ね
て
き
た
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
お

二
人
の
対
談
に
よ
り
望
ま
し
い
資
本
主
義
に
つ
い
て
議
論
い
た
だ
く
と
い
う
企
画
で
す
。

　

本
日
の
セ
ミ
ナ
ー
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
私
か
ら
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　

二
〇
二
四
年
十
二
月
十
九
日

　

日
本
経
済
団
体
連
合
会 

副
会
長
・
事
務
総
長
／ 
21
世
紀
政
策
研
究
所 

所
長　

久
保
田 

政
一
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ュ
ー・ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
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不
穏
な
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代
の
中
の
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本
型
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本
主
義
）

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

日
産
現
代
日
本
研
究
所 
教
授
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は
じ
め
に

　

今
日
は
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
で
の
最
近
の
資
本
主
義
の
展
開
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
観
察

を
述
べ
て
か
ら
、
日
本
の
最
近
の
資
本
主
義
の
動
向
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
見
た
観
察
と
希
望
を

述
べ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

C
apitalism

 and D
em

ocracy
:Tocqueville ,s A

m
erica

（
資
本
主
義
と
民
主
主
義
：
ト
ク
ヴ

　

ィ
ル
の
ア
メ
リ
カ
）

　

21
世
紀
政
策
研
究
所
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
「
資
本
主
義
と
民
主
主
義
」
を
考
え
る
た
め
に
、

２
０
０
年
前
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ア
メ
リ
カ
独
立
か
ら
50
年
ほ

ど
経
っ
た
頃
で
、
フ
ラ
ン
ス
貴
族
の
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
ア
メ
リ
カ
を
訪
ね
、
感
動
し
てD

em
ocracy in 

Am
erica

（
邦
題
は
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』〈
第
１
巻
上
下
、
第
２
巻
上
下
〉
松
本
礼
二
訳
、

岩
波
書
店
、
２
０
０
５
年
／
２
０
０
８
年
）
と
い
う
二
巻
本
を
著
し
ま
し
た
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
何
に
感

動
し
た
か
と
い
う
と
、
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
の
勢
い
や
元
気
の
よ
さ
、
お
金
儲
け
へ
の
熱
心
さ
に
対

し
て
で
す
。
彼
が
つ
く
っ
た

,Individualism ,

（
個
人
主
義
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
メ
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リ
カ
の
根
底
に
はIndividualism

が
あ
り
、
そ
れ
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
形
で
市
民
参
加
と
宗
教

参
加
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
ま
す
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義

を
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
て
健
全
だ
と
言
い
ま
し
た
が
、
あ
る
条
件
に
よ
っ
て
市
民
参
加
や
宗
教

参
加
が
衰
退
し
て
い
く
と
民
主
主
義
に
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
と
い
う
指
摘
も
し
て
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
当
時
は
農
民
社
会
で
し
た
し
、
ア
メ
リ
カ
人
の
多
く
は
小
さ
な
村
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

時
間
が
経
ち
、
産
業
革
命
が
起
こ
り
都
市
化
が
進
ん
で
い
く
と
、
多
く
の
人
々
が
大
き
な
組
織
の

中
で
働
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
変
化
に
つ
い
て
観
察
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
本
が
書
か
れ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
、
民
主
主
義
と
個
人
主
義
に
つ
い
て
、
大
勢
の
中
に
い
る
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
感

覚
と
か
、
組
織
人
で
あ
る
か
ら
内
面
的
な
価
値
観
は
外
か
ら
誘
導
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
書
い
た

本
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

（
註
１
）

。

　

今
日
の
講
演
で
指
摘
し
た
い
本
の
一
つ
は
、H

abits of the H
eart: Individualism

 and 
C

om
m

itm
ent in A

m
erican Life

（U
niversity of C

alifornia P
ress, 1985. 

邦
題
は

『
心
の
習
慣
―
―
ア
メ
リ
カ
個
人
主
義
の
ゆ
く
え
』
島
薗
進
・
中
村
圭
志
訳
、
み
す
ず
書
房
、

１
９
９
１
年
）
と
い
う
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
氏
が
共
著
で
出
版
し
た
本
で
す
。
こ
の
本
も
ト
ク
ヴ

（註1）  例えば、D.Riesman, The Lonely Crowd : A Study of the Changing American 
Character（Yale University Press, 1950. 邦題は『孤独な群衆』加藤秀俊訳、みすず書
房、1984年／2013年）や、C.W.Mills, White Collar : The American Middle Classes

（Oxford University Press, 1951. 邦題は『ホワイト・カラー――中流階級の生活探求』杉
政孝訳、東京創元社、1957年）など。
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ィ
ル
の
言
葉
で
あ
るIndividualism

（
個
人
主
義
）
に
つ
い
て
書
い
て
い
て
、
か
つ
て
ト
ク
ヴ
ィ
ル

が
感
動
し
た
ア
メ
リ
カ
を
１
９
８
５
年
に
観
察
し
た
も
の
で
す
。
ベ
ラ
ー
氏
ら
が
こ
の
本
で
指
摘
し
た

の
は
、
市
民
参
加
と
宗
教
参
加
の
衰
退
と
、
個
人
主
義
の
展
開
に
つ
い
て
で
す
。
個
人
主
義
の
展
開
は
、

一
つ
は
功
利
主
義
的
な
方
向
、
つ
ま
り
金
儲
け
主
義
で
す
。
そ
の
原
型
は
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
に
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は

,expressive individualism ,

つ
ま
り
自
己
表
現
的

な
個
人
主
義
で
す
。
そ
の
原
型
は
ウ
ォ
ル
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
に
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ベ
ラ
ー
氏

ら
は
、
個
人
主
義
が
お
金
儲
け
と
セ
ラ
ピ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
に
展
開
し
、
さ
ら
に
外
の
社
会
だ
け
で
は
な

く
家
族
の
中
に
ま
で
染
み
込
ん
で
き
て
お
り
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
に
と
っ
て
危
な
い
展
開

だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。
１
９
８
５
年
の
初
版
に
お
い
て
そ
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
こ
の
本

は
数
回
再
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
び
に
そ
の
不
安
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

The U
K

 

（
イ
ギ
リ
ス
）

　

で
は
イ
ギ
リ
ス
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ポ
ー
ル
・
コ
リ
ア
ー
氏
が
著
し
たThe Future of 

C
apitalism

: Facing the N
ew

 Anxieties

（P
enguin B

ooks, 2019. 

邦
題
は
『
新
・
資
本
主
義
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論
―
― 

「
見
捨
て
な
い
社
会
」
を
取
り
戻
す
た
め
に
』

伊
藤
真
訳
、
白
水
社
、
２
０
２
０
年
）、
ポ
ー
ル
・
コ

リ
ア
ー
氏
と
ジ
ョ
ン
・
ケ
イ
氏
の
共
著
で
あ
るG

reed 
is D

ead : Politics After Individualism

（P
enguin 

B
ooks, 2021. 

邦
題
は
『
強
欲
資
本
主
義
は
死
ん
だ

―
―
個
人
主
義
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
時
代
へ
』
池
本

幸
生
・
栗
林
寛
幸
訳
、
勁
草
書
房
、
２
０
２
３
年
）
と

い
う
二
つ
の
本
で
は
、
個
人
主
義
が
美
化
さ
れ
、
人
々

が
義
務
を
蔑
ろ
に
し
て
権
利
を
主
張
し
て
ば
か
り
い
る

こ
と
を
強
く
指
摘
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
右
寄
り
の

人
た
ち
は
所
有
権
ば
か
り
主
張
し
、
そ
れ
を
経
済
学
者

が
理
論
的
に
裏
付
け
し
て
い
る
の
に
対
し
、
左
寄
り
の

人
た
ち
は
自
分
た
ち
の
人
権
や
社
会
的
な
権
利
ば
か
り

を
主
張
し
、
そ
れ
を
弁
護
士
が
裏
付
け
し
て
い
る
た
め

ヒュー・ウィッタカー教授
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に
、
真
ん
中
が
希
薄
化
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
共
同
体
的
な
意
識
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
識
、
共
通

の
目
的
に
向
か
っ
て
働
き
か
け
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
自
分
の
権
利
ば
か
り
を
主
張
し
、
義
務
は
個

人
が
負
う
も
の
で
は
な
く
、
国
家
が
負
う
も
の
だ
と
言
う
の
で
す
。

　　

C
apitalism ,s M

oral Foundations 

（
資
本
主
義
の
道
徳
的
基
礎
）

　

い
ま
述
べ
た
イ
ギ
リ
ス
の
状
況
は
、
ア
メ
リ
カ
の
事
情
と
共
通
す
る
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
共
通

点
の
一
つ
は
、
資
本
主
義
と
い
う
も
の
は
、
資
本
主
義
以
前
の
価
値
観
や
道
徳
観
つ
ま
り
共
同
体
意

識
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
一
方
で
、
年
月
が
経
つ
と
資
本
主
義
は
そ
れ
を
食
い
つ
ぶ
す
と
い
う

指
摘
で
す
。
ベ
ラ
ー
氏
ら
の
本
も
そ
の
議
論
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
し
、,depleting m

oral legacy 
of capitalism ,

（
資
本
主
義
に
お
け
る
道
徳
的
伝
統
の
衰
退 

※
編
者
に
よ
る
訳
）
を
述
べ
る
本
な
ど
、

他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

（
註
２
）

。
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
資
本
主
義
を
見
る
と
、
こ
の
議
論
は
あ
る

程
度
当
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
問
題
意
識
を
持
っ
て
、
で
は
日
本
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
問
い
を
今
日
は
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
３
０
０
年
前
の
１
７
２
４
年
に
、
大
阪
で
商
人
た
ち
に
よ
り
懐
徳
堂

（
註
３
）が

開
か
れ
ま

（註2） F.Hirsch, Social Limits to Growth（Harvard University Press, 1976. 邦
題は『成長の社会的限界』都留重人監訳、日本経済新聞社、1980年）などがある。

（註3） 1724年に大阪の豪商5名が出資し、儒学者である三
み

宅
や け

石
せき

庵
あん

を学主に招いて創設した
学問所である。1726年に江戸幕府の官許を得て、大坂学問所として公認された。
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し
た
が
、
そ
こ
で
は
商
業
経
済
活
動
は
道
徳
活
動
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
だ
と
主
張
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
経
国
済
民
の
意
味
、
共
同
体
な
ど
が
少
し
ず
つ
希
薄
化
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
が
問
い
で
す
。
戦
後
の
日
本
に
は
産
業
製
造
業
を
中
心
と
し
た
一
定
の
モ
デ
ル
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ポ
ス
ト
産
業
社
会
と
金
融
化
に
よ
っ
て
日
本
の
資
本
主
義
の
性
質
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

C
orporate G

overnance in Japan 

（
日
本
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

１
９
９
０
年
代
か
ら
日
本
の
経
済
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
戦
後
の
日
本
経
済
は
製
造
業
を

中
心
に
し
て
、
成
長
と
分
配
の
一
定
の
モ
デ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
成
長
モ
デ
ル
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
、
つ
ま
り
格
差
を
抑
え
る
よ
う
な
仕
組
み
で
し
た
。
し
か
し
１
９
９
０
年
代
か
ら
、
ポ
ス
ト
工
業
化

の
展
開
、
競
争
環
境
の
変
化
、
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
な
ど
に
よ
り
格
差
を
出
さ
な
い
仕
組
み
が
揺
ら
ぎ
、

あ
や
ふ
や
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
株
式
の
持
ち
合
い
が
少
し
ず
つ
解
体
さ
れ
、
海
外
の
株
主
が
増

え
、
戦
後
の
労
使
関
係
が
中
心
だ
っ
た
企
業
経
営
が
、
ど
ん
ど
ん
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
企
業

統
治
）、
Ｉ
Ｒ
（Investor R

elations

）
の
ほ
う
に
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

１
９
９
０
年
代
末
か
ら
２
０
０
０
年
代
の
初
め
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革
が
い
く
つ
か
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あ
り
、
さ
ら
に
２
０
１
０
年
代
の
半
ば
に
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
な
ど
に
よ
っ
て
第
２
ラ
ウ
ン
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
代
の
半
ば
頃
の
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ド
は
、
最
初
の
う
ち
は
緩
や
か
な
規
制
で
し
た
が
、
ど
ん
ど
ん
強
制
的
な
規
制
に
な
っ

て
き
て
、
上
場
す
る
条
件
と
し
て
コ
ー
ド
に
従
っ
て
い
な
い
と
証
券
取
引
所
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
い
う

展
開
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

統
計
（
資
料
１
）
の
結
果
が
そ
の
変
化
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
資
本
金
10
億
円
以
上
の
大
企

業
に
限
っ
た
も
の
で
す
が
、
グ
ラ
フ
の
左
側
か
ら
見
る
と
、
現
預
金
が
２
倍
に
な
り
、
経
常
利
益
が
２

倍
に
な
り
、
人
件
費
と
設
備
投
資
は
横
ば
い
、
配
当
金
は
６
倍
に
な
り
、
内
部
留
保
が
こ
れ
だ
け
伸
び

て
い
ま
す
。
よ
く
見
る
と
、
配
当
金
が
設
備
投
資
と
同
じ
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
統
計
は
岸
田
内

閣
の
「
新
し
い
資
本
主
義
実
現
本
部
事
務
局
」
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
は

か
な
り
驚
か
さ
れ
る
統
計
で
す
。

　

配
当
金
の
み
な
ら
ず
自
社
株
買
い
に
も
着
目
す
る
と
、
２
０
２
３
年
か
ら
２
０
２
４
年
に
か
け
て
、

日
本
企
業
は
株
式
の
自
社
株
買
い
に
９
・
６
兆
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
配
当
金
の
約
半
分

に
相
当
す
る
自
社
株
買
い
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
実
際
に
は
そ
ん
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
と
思
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資
料

1　
大
企
業
の
財
務
の
動
向
（
資
本
金
10

億
円
以
上
の
企
業
）

（
出

所
）

財
務

省
「

法
人

企
業

統
計

調
査

」
を

基
に

作
成

。  
内

閣
官

房
新

し
い

資
本

主
義

実
現

本
部

事
務

局
「

賃
金

・
人

的
資

本
に

関
す

る
デ

ー
タ

集
）」（

2021年
11月

）

（
注

） 金
融

・
保

険
業

を
除

く
数

字
。   現

預
金

:現
金

・
預

金
、流

動
資

産
の

有
価

証
券

　
　

人
件

費
:従

業
員

給
与

、従
業

員
賞

与
、福

利
厚

生
費

160

140

120

100806040200

（
兆

円
）

現
預
金

人
件
費

経
常
利
益

設
備
投
資

配
当
金

内
部
留
保

（
利
益
剰
余
金
）

48.8
51.8

51.6

19.4

37.1

21.8
20.7

3.5

20.2

88.0

242.1

90.4

2
0
0
0
-2
0
年
度
の
差

＋
1
7
5
.2
％（
＋
1
5
4
.1
兆
円
）

2
0
0
0
-2
0
年
度
の
差

＋
4
8
3
.4
％（
＋
1
6
.8
兆
円
）

2
0
0
0
-2
0
年
度
の
差

▲
5
.3
％（
▲
1
.2
兆
円
）

2
0
0
0
-2
0
年
度
の
差

▲
0
.4
％（
▲
0
.2
兆
円
）

2
0
0
0
-2
0
年
度
の
差

＋
9
1
.1
％（
＋
1
7
.7
兆
円
）

2
0
0
0
-2
0
年
度
の
差

＋
8
5
.1
％（
＋
4
1
.6
兆
円
）

2000年
度

2020年
度
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い
ま
す
が
、
統
計
か
ら
分
か
る
こ
れ
ら
の
額
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
方
向
性

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
考
え
て
み
る
と
、
戦
後
の
日
本
企
業
の
中
心
に
は
労
使

関
係
の
緊
迫
感
や
摩
擦
が
あ
り
、
そ
の
摩
擦
を
上
手
に
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
競
争
力

が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る

,m
anagerial capitalism

,

（
経
営
者
資
本

主
義

（
註
４
））

と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
企
業
は
見
事
に
摩
擦
を
解
決
し
て
協
調
的
な
労

使
関
係
を
築
き
上
げ
、
そ
れ
に
よ
り
競
争
力
が
高
ま
り
ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
あ
ま

り
格
差
を
生
み
出
さ
な
い
仕
組
み
で
し
た
。

　

そ
の
中
心
の
軸
が
、
労
使
関
係
か
ら
今
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
シ
フ
ト
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
摩
擦
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
資
家
と
経
営
者
の

摩
擦
だ
け
が
ポ
イ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
摩
擦
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ま
す

ま
す
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
新
し
い
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
Ｅ
Ｓ

Ｇ
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
で
す
。
こ
う
し
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
多
様
化
と
摩
擦
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
、
創
造
的
に
展
開
で
き
る
か
と
い
う
問

（註 4 ） 会社の株式をほとんど所有しない専門経営者によって会社が経営され、経営者の意
思決定においては、株主や労働者、金融機関の発言はいずれも同等の影響力しか持ってい
なかった。それゆえ、「経営者は、企業を、被用者・取引先を含むコミュニティと捉え、自らを、
多様な利益の調整を図る役目を担う存在として位置づけていた。そして、そこでは、雇用関
係は、好況・不況を通じ、終身的な関係に類似したものとして捉えられ、また、様々な福利
厚生給付の提供を通じ、経営者と被用者とが、企業の繁栄に向けて利益を共通にする関係
にあることが、確認・強化される状況にあった。」（独立行政法人労働政策研究・研究機構「労
働政策研究報告書 No.88 諸外国において任意規範等が果たしている社会的機能と企業等
の投資行動に与える影響の実態に関する調査研究」2007年 8 月、16頁）
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題
は
、
戦
後
の
労
使
関
係
の
話
と
共
通
点
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

Investing in P
eople A

gain, R
eform

ing 

,Japanese-style E
m

ploym
ent ,   

　
（
人
へ
の
投
資
再
び
、「
日
本
型
雇
用
」
の
改
革
）

　

１
９
９
０
年
代
か
ら
の
経
済
の
構
造
的
な
シ
フ
ト
の
中
で
、
結
局
、
私
か
ら
見
る
と
、

人
へ
の
投
資
が
薄
く
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
労
働
経
済
白
書
（
平
成
30

年
版

（
註
５
））

を
見
る
と
、
日
本
の
企
業
は
人
へ
の
投
資
、
人
材
育
成
の
た
め
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
Ｏ

Ｆ
Ｆ

－

Ｊ
Ｔ
を
控
え
、
か
な
り
低
い
額
ま
で
落
ち
込
ん
だ
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
さ
す

が
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が
一
つ
の
落
と
し
穴
だ
っ
た
と
気
付
き
、「
人
材

版
伊
藤
レ
ポ
ー
ト
」 

が
２
０
２
０
年
と
２
０
２
２
年
の
２
回
に
わ
た
っ
て
公
表
さ
れ
た
り

（
註
６
）

、

「
人
的
資
本
経
営
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
註
７
）」

が
設
立
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
従
業
員
に
再
び
投
資
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

で
十
分
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
が
株
主
重
視
型
資
本
主
義
の
流
れ
を
変
え
る
ほ

ど
の
も
の
な
の
か
、
私
に
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

（註 5 ） 厚生労働省「平成30年版 労働経済の分析―働き方の多様化に応じた人材育成の
在り方について―」（2018年9月28日閣議配布）

（註 6） 経済産業省「持続的な企業価値の向上と人的資本に関する研究会 報告書 ～人材版
伊藤レポート～」（2020年 9月）、同省「人的資本経営の実現に向けた検討会 報告書～
人材版伊藤レポート2.0 ～」（2022年5月）。いずれも一橋大学の伊藤邦雄教授が座長を
務めた。

（註 7） 人的資本経営の実践に関する先進事例の共有、企業間協力に向けた議論、効果的な
情報開示の検討を行う場として、一橋大学 伊藤邦雄氏や株式会社日立製作所 取締役会長 
代表執行役 東原敏昭氏などが発起人となり、2022年8月に設立された。
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「
人
的
資
本
経
営
」
と
は
不
思
議
な
言
葉
で
す
ね
。

英
語
で
は
「
人
的
資
源
管
理
」
に
あ
た
り
ま
す
。

人
は
資
源
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
の
伝

統
的
な
経
営
に
は
人
の
尊
重
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

人
の
重
要
性
は
十
分
認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
中
島
先
生
が
こ
れ
か
ら
説
明
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
中
島
先
生
の
言
葉
で
あ
る

,H
um

an C
o-

becom
ing ,

こ
そ
が
日
本
に
と
っ
て
大
事
な
認

識
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
単
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
展
開
の
中
で
、「
人
」「
従
業
員
」

を
忘
れ
な
い
で
ね
と
い
う
感
じ
で
は
足
り
ま
せ
ん
。

か
な
り
根
本
的
な
変
化
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

資料 2　人的資本経営における視点と要素

（出所） 人的資本経営コンソーシアム公式サイト  https://hcm-consortium.go.jp/about

「人的資本経営」のフレームワーク

視点1 経営戦略と人材戦略の連動

視点2 As is - To be ギャップの定量把握

視点3 企業文化への定着

要素1 動的な人材ポートフォリオ

要素2 知・経験のダイバーシティ＆インクルージョン

要素3 リスキル・学び直し

要素4 従業員エンゲージメント

要素5 時間や場所にとらわれない働き方

3つの
視点

5つの
要素
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S

ustainable C
apitalism

 or Financialized C
apitalism

? 
　
（
持
続
可
能
な
資
本
主
義
な
の
か
金
融
化
さ
れ
た
資
本
主
義
な
の
か
）

　

再
び
戦
後
の
展
開
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
戦
後
も
か
な
り
不
安
な
時
代
で
し
た
。
そ
の
不

安
の
中
で
労
働
組
合
が
勢
い
を
つ
け
、
経
営
が
困
難
だ
っ
た
時
期
に
、
生
産
性
運
動
が
展
開
さ
れ
、

１
９
５
５
年
に
日
本
生
産
性
本
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
経
団
連
会
長
で
あ
る
石
坂
泰
三
、
学

者
で
中
労
委
会
長
を
務
め
た
中
山
伊
知
郎
と
い
う
偉
人
た
ち
に
よ
っ
て
政
労
使
の
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た

日
本
生
産
性
本
部
に
は
、「
雇
用
の
安
定
」「
事
前
協
議
」「
成
果
の
公
正
な
分
配
」
と
い
う
三
大
原
則

が
あ
り
ま
し
た
。
誰
に
分
配
さ
れ
る
の
か
と
い
う
と
、
経
営
者
と
消
費
者
と
労
働
者
で
、
株
主
は
そ
こ

に
入
っ
て
い
ま
せ
ん

（
註
８
）

。
そ
の
生
産
性
運
動
に
よ
っ
て
、
春
闘
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
成
長
と
分
配
の
仕
組

み
が
で
き
ま
し
た
。

　

で
は
、
新
し
い
成
長
と
分
配
の
仕
組
み
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
個
別
の
企
業
の
経

営
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
戦
後
と
同
じ
よ
う
に
企
業
を
超
え
た
形
で
や
ら
な
け
れ
ば
、
株
主
へ
の

還
元
を
増
や
せ
と
言
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
影
響
が
強
く
な
り
、
そ
れ
に
負
け
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

戦
後
に
は
、
企
業
の
健
全
さ
を
あ
ま
り
考
え
ず
、
労
働
者
の
権
利
ば
か
り
主
張
す
る
よ
う
な
要
求
が
強

（註 8） 「生産性運動に関する三原則」（昭和30年5月20日付け第 1 回生産性連絡会議決
定）において、「3. 生産性向上の諸成果は、経営者、労働者および消費者に、国民経済の
実情に応じて公正に分配されるものとする。」とされている。
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く
、
そ
れ
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
な
形
で
生
産
性
運
動
が
展
開
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
生

産
性
運
動
、
つ
ま
り
企
業
の
将
来
を
あ
ま
り
考
え
ず
に
利
益
を
配
分
し
ろ
と
ば
か
り
言
う
ア
ク
テ
ィ
ビ

ス
ト
の
要
求
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
く
よ
う
な
新
し
い
形
の
生
産
性
運
動
で
は
、
ど
の
よ
う
な
成
長

と
分
配
の
仕
組
み
を
考
え
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
戦
後
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
政
労
使
で

し
た
が
、
い
ま
は
、
そ
こ
に
投
資
家
が
当
然
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
Ｉ
Ｒ
が
悪
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
摩
擦

か
ら
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
が
健
全
な
摩
擦
な
の
か
を
、
企
業
を
超
え
た
形

で
公
に
議
論
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

B
uilding a ,Japanese-style , S

ocial Investm
ent S

tate 

（「
日
本
型
」社
会
投
資
国
家
の
建
設
）

　

最
初
に
述
べ
た
、『
強
欲
資
本
主
義
は
死
ん
だ
』（
邦
題
）
と
い
う
本
に
は
楽
観
性
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
他
方
、
別
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
先
生
が
書
い
た
本
が
あ
っ
て
、
そ
の
本
で
は
、

N
eoliberalism

（
新
自
由
主
義
）
の
不
思
議
な
不
死
、
つ
ま
り
強
欲
資
本
主
義
は
死
な
ず
に
形
が
ど

ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す

（
註
９
）

。
著
者
は
強
欲
資
本
主
義
と
い
う
言
葉
は

（註9） C.Crouch, The Strange Non-Death of Neoliberalism  (Polity Press, 2011)
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使
っ
て
い
ま
せ
ん
が
。
結
局
、N

eoliberalism

は
変
化
す
る
の
で
す
。

　

日
本
で
は
、
経
団
連
が
先
週
（
２
０
２
４
年
12
月
９
日
）、「FU

TU
R

E
  D

E
S

IG
N

  2040

」
を
公

表
し
ま
し
た
。
こ
の
提
言
は
素
晴
ら
し
い
方
向
性
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
言
っ
た
よ
う
に
、

株
主
最
優
先
型
資
本
主
義
は
素
直
に
お
と
な
し
く
衰
退
し
て
い
か
な
い
と
思
う
の
で
、
か
な
り
し
っ
か

り
し
た
意
識
で
そ
れ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
、N

eoliberalism

は
ま
た
変
奏
し
て
い
き
、
配
当
金
が
６

倍
に
な
っ
た
傾
向
が
こ
の
先
も
続
く
と
思
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
30
年
前
に
、
私
の
恩
師
だ
っ
た
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ー
ア
先
生
が
、
21
世
紀
は
日
本
に
と
っ
て

個
人
主
義
の
世
紀
に
な
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
経
団
連
で
３
回
に
わ
た
っ
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
ド
ー
ア
先
生
が
述
べ
た
の
は
、
戦
後
の
連
帯
感
が
都
市
化
や
産
業
構
造
の
変
化
な
ど
に

よ
り
薄
れ
て
い
て
、
中
流
２
世
つ
ま
り
都
会
育
ち
の
２
世
代
目
の
人
た
ち
が
個
人
主
義
に
影
響
を
受
け

て
お
り
、
日
本
で
も
個
人
主
義
が
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
30
年
が
経
っ
た
現
在
、
私
は
、
個
人
主
義
が
進
ん
だ
と
い
う
流
れ
を
否
定
で
き
な
く
は
な

い
け
れ
ど
も
、
中
流
２
世
、
中
流
３
世
に
は
も
う
少
し
楽
観
的
な
見
方
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
経
団
連
の
「FU

TU
R

E
  D

E
S

IG
N

  2040

」
を
見
て
、
日
本
の
将
来
像
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
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メ
リ
カ
の
よ
う
な
状
況
、
資
本
主
義
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
危
機
を
避
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
期
待
を
持
っ
て
、
日
本
の
見
解
を
研
究
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



　

中
島　

隆
博

21
世
紀
政
策
研
究
所  
研
究
主
幹
／

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所 
所
長

【
講
演
２
】資

本
主
義
に
お
け
る
倫
理
再
考
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は
じ
め
に

　

２
０
２
４
年
10
月
に
、
21
世
紀
政
策
研
究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
を
は
じ
め
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
先
生
方
と
非

常
に
密
度
の
高
い
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
、
半
分
冗
談
半
分
本
気
で
、
お
目
に
か
か

っ
た
先
生
方
の
こ
と
を
「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
サ
ー
ク
ル
」
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
昔
、
ウ
ィ
ー
ン
・
サ
ー
ク
ル
と
い
う
学
団
が
あ
り
ま
し
た

（
（註

（
註

が
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
サ
ー
ク
ル
と
で
も
い
う
、
新
し
い
経
済
に
対
す
る
考
え
方
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
議
論
の
特
徴
を
一
言
で
言
う
と
、
人
間
の
根
本
的
な
社
会
性
に
基
づ
き
、

そ
れ
を
信
頼
し
た
上
で
倫
理
的
な
資
本
主
義
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
三
名
の
先
生
の
こ
と
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
経
団

連
で
長
い
間
一
緒
に
共
同
研
究
を
し
て
き
た
ボ
ン
大
学
の
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
先
生
が
出
し
た
近

著
か
ら
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

倫
理
資
本
主
義
の
時
代

（註10） ウィーン大学の哲学教授であるモーリッツ・シュリックを中心とした哲学者や科学者、
数学者から組織された研究サークルであり、1929 年から「ウィーン・サークル」と名乗り、
活動を広げた。
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ガ
ブ
リ
エ
ル
先
生
が
著
し
た
『
倫
理
資
本
主
義
の
時
代
』（
土
方
奈
美
訳
、
ハ
ヤ
カ
ワ
新
書
）
は
、

２
０
２
４
年
６
月
に
出
版
さ
れ
た
本
で
す
が
、
内
容
は
そ
れ
以
前
に
経
団
連
で
21
世
紀
政
策
研
究
所
を

中
心
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
先
生
と
議
論
し
た
も
の
が
、
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
に
は

い
ろ
い
ろ
な
論
点
が
あ
り
ま
す
が
、
最
初
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
ま
ず
認
識
す
べ
き
こ
と
と

し
て
、
厳
密
な
意
味
で
資
本
主
義
社
会
な
ど
と
い
う
も
の
は
あ
り
得
な
い
。
資
本
主
義
は
常
に
経
済
活

動
の
（
重
要
で
は
あ
る
が
）
一
つ
の
側
面
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
経
済
活
動
も
は
る
か
に
大
き
い
社
会
の
一

部
に
過
ぎ
な
い
。」（
ガ
ブ
リ
エ
ル
、
２
０
２
４
、
４
４
頁
）
と
述
べ
て
い
る
点
で
す
。

　

私
た
ち
は
往
々
に
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
市
場
経
済
）
が
社
会
を
覆
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
自
体
も
決
し
て
自
然
発
生
で
中
立

的
な
も
の
で
は
な
く
、
社
会
や
国
家
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
初
め
て
成
立
し
て
い
ま
す
。
資
本
主
義
は
社

会
を
構
成
す
る
い
く
つ
か
の
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
強
欲
資
本
主
義

の
よ
う
な
形
で
暴
走
す
る
の
は
社
会
に
と
っ
て
非
常
に
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
見
解
を
ガ
ブ
リ
エ
ル
先

生
は
示
し
て
い
ま
す
。
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自
己
調
整
的
市
場
と
社
会

　

私
の
一
つ
の
推
測
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
背
景
に
は
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ニ
ー
の
考
え
方
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ポ
ラ
ニ
ー
は
社
会
と
資
本
主
義
の
関
係
を
非
常
に
深
く
考
え
て
い
て
、
社
会

を
資
本
主
義
で
覆
わ
せ
て
は
い
け
な
い
、
資
本
主
義
は
社
会
の
シ
ス
テ
ム
の
一
部
で
あ
っ
て
そ
れ
を
他

の
シ
ス
テ
ム
が
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
し
補
完
す
る
こ
と
が
重
要
だ
、
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

彼
の
著
書
で
あ
る
『
大
転
換

（
（註

（
註

』
に
は
、「
自
己
調
整
的
市
場
と
い
う
考
え
は
ま
っ
た
く
の
ユ
ー
ト
ピ
ア

で
あ
っ
た
」（
同
書
、
６
頁
）
と
あ
り
ま
す
。
自
己
調
整
的
市
場
な
ど
な
い
わ
け
で
す
。
先
ほ
ど
言
っ

た
よ
う
に
、
市
場
は
社
会
や
国
家
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
初
め
て
成
立
し
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
私

た
ち
は
重
々
押
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

再
び
ガ
ブ
リ
エ
ル
先
生
に
戻
り
ま
す
。「
倫
理
資
本
主
義
」
と
い
う
考
え
方
は
人
間
の
根
本
的
な
社

会
性
に
基
づ
く
と
言
い
ま
し
た
が
、
初
期
資
本
主
義
を
明
ら
か
に
し
た
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
考
え
の
中

で
も
、
す
で
に
倫
理
的
基
礎
の
問
題
が
問
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

啓
蒙
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
、
彼
の
『
道
徳
感
情
論
』
と
い
う
著
書
は
、
道
徳
も
含
め
た
規
範
は
人
間

の
感
情
に
基
づ
く
、
と
い
う
非
常
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
主
張
で
し
た
。
理
性
で
は
な
く
感
情
な
の
だ
、
と
。

（註11） カール・ポラニー『〔新訳〕大転換――市場社会の形成と崩壊』（野口建彦・栖原学
訳、東洋経済新報社、2009年）
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ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
人
間
の
身
体
性
や
社
会
性
を
非
常

に
重
視
し
て
い
た
の
で
す
。

　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
言
葉
で
あ
る
「
見
え
ざ
る
手
」

は
、
し
ば
し
ば 

「
神
の
見
え
ざ
る
手
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
も
と
も
と
の
言
葉
に
「
神
の
」
と
は
付
き
ま
せ
ん
。

単
に

,Invisible H
and ,

で
す
。
ガ
ブ
リ
エ
ル
先
生

は
、『
道
徳
感
情
論
』
を
受
け
て
、「
見
え
ざ
る
手
」
と

は
ま
さ
に
人
間
の
根
本
的
な
社
会
性
を
体
現
し
て
い

る
「
共
感
」
だ
、
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
共
感
と
い
う
、

ま
さ
に
感
情
で
す
ね
。
し
か
も
、
感
情
は
、
私
個
人
が

独
占
的
に
所
有
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
最

初
か
ら
他
者
に
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ガ
ブ
リ
エ

ル
先
生
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
そ
の
他
者
に
開
か
れ

た
面
を
強
調
し
て
初
期
資
本
主
義
の
こ
と
を
考
え
た
と

中島研究主幹
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述
べ
て
い
ま
す
。

　

社
会
的
な
自
由

　

そ
れ
を
前
提
に
し
て
い
く
と
、
私
た
ち
は
自
由
を
強
調
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
い
か
な
る
自
由
な
の
で

し
ょ
う
か
。
先
ほ
ど
の
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
の
ご
講
演
の
中
に
も
個
人
主
義
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

個
人
主
義
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
自
由
が
強
調
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
自
由
は
最
初
か
ら
社
会
的
な
自

由
な
の
だ
、
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
先
生
は
言
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
社
会
活
動
を
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
社
会
活
動
は
私
個
人
が
単
独
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
は
社
会
的
な

も
の
で
あ
る
、
つ
ま
り
他
者
と
共
に
行
っ
て
い
る
行
為
な
の
だ
、
と
。
そ
の
こ
と
を
さ
ら
に
強
調
し
て

は
ど
う
か
、
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
先
生
は
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

共
生

　

そ
の
延
長
線
上
で
、
非
常
に
幸
い
な
こ
と
に
先
ほ
ど
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
に
も
言
及
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
私
は
最
近
、,H

um
an C

o-becom
ing ,

と
主
張
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、,H

um
an 
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B
eing ,

と
い
う
、
存
在
者
や
存
在
に
人
間
を
基
づ
け
る
よ
う
な
人
間
観
と
は
異
な
り
ま
す
。
常
に
生

成
の
中
に
あ
り
、
そ
し
て
他
者
と
共
に
人
間
的
に
な
っ
て
い
く
、
と
い
う
人
間
観
で
す
。

　

私
は
、
日
本
を
は
じ
め
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
の
中
に
は
、
と
り
わ
け
そ
う
い
っ
た
人
間
観
が
あ
っ
た

と
思
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
も
う
一
度
掘
り
起
こ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
「
共

生
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
英
語
に
翻
訳
す
る
と,H

um
an C

o-becom
ing ,

も
し

く
は

,C
o-becom

ing ,

で
は
な
い
か
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
も
増
え
て
き
ま
し
た（

（註

（
註

。
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
う
い
う
根
本
的
な
社
会
性
に
基
づ
い
た
規
範
や
資
本
主
義
的
な
活
動
を
考
え
直
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

他
人
を
助
け
る
者
を
助
け
る
―
―
コ
リ
ン
・
メ
イ
ヤ
ー

　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
先
生
方
の
お
話
に
進
み
ま
す
が
、
コ
リ
ン
・
メ
イ
ヤ
ー
先
生
の
近
作
は

C
apitalism

 and C
rises

:H
ow

 to Fix Them
 (O

xford U
niversity P

ress, 2024. 

邦
題
は
『
資

本
主
義
再
興
―
―
危
機
の
解
決
策
と
新
し
い
か
た
ち
』
宮
島
英
昭
監
訳
、
日
経
Ｂ
Ｐ
、
２
０
２
４
年
）

で
す
。

（註12） Bing Song & Yiwen Zhan, Eds., Gongsheng Across Contexts: A Philosophy 
of Co-Becoming,  Singapore : Springer Nature, 2024を参照のこと。
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メ
イ
ヤ
ー
先
生
は
、
実
は
マ
ル
ク
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
先
生
と
共
同
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
ガ
ブ
リ

エ
ル
先
生
の
著
書
に
も
メ
イ
ヤ
ー
先
生
の
フ
レ
ー
ズ
が
登
場
し
ま
す
が
、
特
に
印
象
的
な
フ
レ
ー
ズ

と
し
て
、「
わ
た
し
た
ち
は
他
者
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
他
者
を
助
け
る
た
め
に
存
在
し
て
い
る
」

（M
ayer 2024, xvi. 

※
講
演
者
に
よ
る
訳
）
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
メ
イ
ヤ
ー
先
生
は
、「
紀
元

前
３
８
７
年
の
プ
ラ
ト
ン
や
、
紀
元
前
44
年
の
キ
ケ
ロ
が
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
わ
た
し
た

ち
は
他
者
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
他
者
を
助
け
る
た
め
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、
そ
う
す
る
こ
と
か
ら
利
益
を
得
る
の
だ
。」（M

ayer 2024, xvi. 

※
講
演
者
に
よ
る
訳
）
と
し
て
、

こ
れ
が
「
真
の
利
益
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
非
常
に
面
白
い
で
す
よ
ね
。
単
に
他
者
を
助
け
る
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
は
他
者
を
助
け

る
よ
う
な
あ
り
方
を
し
て
い
る
。
そ
の
、
他
者
を
助
け
る
あ
り
方
を
助
け
る
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
活
動

で
あ
る
し
、
何
よ
り
も
企
業
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
の
か
、
資
本
主
義
は
ま
さ
に
そ

の
こ
と
を
よ
り
よ
く
実
現
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
、
と
メ
イ
ヤ
ー
先
生
は
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
訪
問
し
て
、
メ
イ
ヤ
ー
先
生
に
お
会
い
し
た
と
き
、
メ
イ
ヤ
ー

先
生
自
身
も
繰
り
返
し
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
言
及
し
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
『
道
徳
感
情
論
』
が
基
本
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に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

メ
イ
ヤ
ー
先
生
は
プ
ラ
ト
ン
と
キ
ケ
ロ
に
言
及
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ト
ン
は
例
え
ば
、「
誰
も
が
自

分
の
た
め
だ
け
に
存
在
し
て
は
い
な
い
。
わ
た
し
た
ち
の
存
在
は
、
大
部
分
が
自
分
た
ち
の
生
が
そ
れ

に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
必
要
に
与
え
ら
れ
る
に
せ
よ
、
そ
の
一
部
は
国
、
親
、
友
人
に
属
し
て
い
る
。」

（
プ
ラ
ト
ン
、
ア
ル
キ
ュ
タ
ス
へ
の
第
九
書
簡　

※
講
演
者
に
よ
る
訳
）
と
言
っ
て
お
り
、
こ
う
い
う

考
え
方
を
し
て
い
ま
す
。
キ
ケ
ロ
も
同
じ
で
す
。
キ
ケ
ロ
は
プ
ラ
ト
ン
を
ほ
と
ん
ど
引
用
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
上
で
、「
人
は
他
の
人
の
も
の
を
求
め
る
よ
う
に
は
決
し
て
振
る
舞
わ
な
い
。
ま
た
他
の
人

か
ら
取
っ
た
も
の
を
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
も
な
い
。〔
中
略
〕
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
人
間
は

こ
の
一
つ
の
目
的
を
有
す
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
個
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
と
す
べ
て
一
緒

に
い
る
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
、
利
益
が
同
じ
に
な
る
べ
き
な
の
だ
。」（
キ
ケ
ロ
『
義
務
に
つ
い
て
』

※
講
演
者
に
よ
る
訳
）
と
、
こ
う
い
う
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
メ
イ
ヤ
ー
先
生
は
そ
れ
ら
を
思
い
起
こ

さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
―
―
ポ
ー
ル
・
コ
リ
ア
ー

　

先
ほ
ど
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
の
ご
講
演
で
も
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
ポ
ー
ル
・
コ
リ
ア
ー
先
生
と
も
10

月
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
お
会
い
し
ま
し
た
。
ポ
ー
ル
・
コ
リ
ア
ー
先
生
の
近
作
はLeft Behind: 

A N
ew

 Econom
ics for N

eglected Places

（A
llen Lane, 2024

）
で
す
。
コ
リ
ア
ー
先
生
は
、

も
と
も
と
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
研
究
し
て
い
て
、
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
開
発
や
援
助
の
望
ま
し
い
あ
り

方
と
は
一
体
何
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
上
で
の,Left B

ehind ,

で
す
。

つ
ま
り
、
取
り
残
さ
れ
た
人
々
や
場
所
が
こ
の
世
界
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に
き
ち

ん
と
目
を
配
っ
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
論
じ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
コ
リ
ア
ー
先
生
が
ジ
ョ
ン
・
ケ
イ
先
生
と
共
著
で
出
し
たG

reed is D
ead : Politics 

After Individualism

（
邦
題
『
強
欲
資
本
主
義
は
死
ん
だ
』） 

に
も
非
常
に
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま

す
が
、「
経
済
人
」
＝
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
と
い
う
、
主
流
派
の
経
済
学
が
前
提
と
し
て
い
る
奇
妙

な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
い
る
わ
け
で
す
け
ど
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
ん
な
理
想
的
な
経
済
人
に
会
っ
た
こ
と

は
な
い
わ
け
で
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
私
た
ち
は
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
、
知
恵
の
あ
る
人
と
し
て
振

る
舞
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
れ
は
友
好
的
で
助
け
合
う
隣
人
関
係
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
書
か
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れ
て
い
ま
す
（
同
書
、
２
１
５
頁
）。

　

ま
た
、
二
つ
の
異
な
る
製
薬
会
社
の
例
、
人
々
の
た
め
の
薬
を
作
っ
て
い
く
会
社
と
、
自
分
の
利
益

の
た
め
の
薬
を
作
っ
て
い
く
会
社
と
い
う
例
を
挙
げ
て
い
て
、
そ
れ
は
全
然
違
う
態
度
で
、
ど
ち
ら
が

人
々
に
支
持
さ
れ
長
続
き
す
る
か
は
明
ら
か
で
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
（
同
、
２
１
６
頁
）。

　

そ
の
上
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
た
だ
肥
大
化
し
て
も
し
よ

う
が
な
く
、
そ
う
で
は
な
く
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
多
く
の
人
た
ち
が
貧
困
か
ら
抜
け
出
す
た
め
の
重
要
な
第
一
歩
だ
っ
た
、
と
論
じ
る
の
で
す
（
同
、

１
９
４
頁
）。
こ
の
よ
う
に
、
も
う
一
度
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
取
り
返
そ
う
と
い
う
主
張
を
コ
リ
ア
ー
先
生

は
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ
う
い
う
議
論
に
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

ヒ
ュ
ー
・
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー

　

そ
し
て
、
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
の
近
作
のBuilding a N

ew
 Econom

y

：Japan's D
igital and 

G
reen Transform

ation

（O
xford U

niversity P
ress, 2024

）
で
す
。
こ
の
本
は
冒
頭
で
、
経

団
連
の
久
保
田
政
一
事
務
総
長
の
お
名
前
へ
の
言
及
か
ら
始
ま
り
、
岸
田
前
総
理
の 

「
新
し
い
資
本
主
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義
」
ま
で
扱
っ
て
い
る
と
い
う
非
常
に
幅
の
広
い
も
の
で
す
。
こ
の
本
の
中
で
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
は
、

資
本
主
義
が
そ
の
存
続
の
た
め
に
非
資
本
主
義
的
な
倫
理
や
制
度
を
必
要
と
す
る
、
と
強
く
述
べ
て
お

ら
れ
ま
す
（
同
書
、
１
９
０
頁
）。
そ
し
て
、
そ
の
挑
戦
に
対
応
す
る
限
り
日
本
に
そ
の
ヒ
ン
ト
が
あ

る
だ
ろ
う
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
例
と
し
て
渋
沢
栄
一
の
「
合
本
主
義
」
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
（
同
、
１
９
０
頁
）。
こ
れ
は

資
本
主
義
の
渋
沢
的
な
理
解
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
自
分
の
資
本
を
持
ち
寄
り
、
そ
れ
を
合
わ
せ
て
い

く
の
だ
と
い
う
発
想
で
、
何
か
自
分
個
人
の
利
益
の
た
め
に
と
い
う
よ
り
は
、
み
ん
な
で
力
や
資
本
を

出
し
合
っ
て
よ
り
大
き
な
も
の
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
は
そ

れ
に
あ
え
て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
根
千
枝
先
生
（
１
９
２
６
年

－

２
０
２
１
年
）
の
こ
と
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
（
同
、

１
９
１
頁
）。
中
根
先
生
は
、
わ
が
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
の
最
初
の
女
性
所
長
で
す
。
東
京
大

学
で
も
実
は
女
性
と
し
て
は
最
初
の
部
局
長
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
前
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
た
。
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
は
、
そ
の
中
根
先
生
が
日
本
を
「
タ
テ
社
会
」
と
表
現
し
て
、
組
織
内
の

集
団
へ
の
強
い
結
び
つ
き
と
忠
誠
心
を
育
む
も
の
の
、
水
平
的
な
結
び
つ
き
は
弱
い
と
い
う
見
方
を
示
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し
た

（
（註

（
註

こ
と
を
取
り
上
げ
た
上
で
、
そ
れ
は
非
常
に
部
分
的
な
見
方
で
あ
り
、
水
平
的
な
社
会
的
連
帯
経

済
は
常
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
水
平
的
な
結
び
つ
き
の
現
代
的
な
意
義
を
も
う

一
度
考
え
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
日
本
に
は
そ
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
て
、
協
同
組
合
も
そ
の

一
つ
だ
、
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
（
同
、
１
９
０
頁
）。
そ
の
上
で
、
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
が
強
調
し

て
い
る
の
は
、
社
会
的
連
帯
経
済
（
Ｓ
Ｓ
Ｅ

（
（註

（
註

）
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
す
（
同
、
16
頁
）。
こ
れ
は
非
常
に
示
唆
的
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
の
ご
講
演
で
も
言
及
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
何
か
を
す
る

の
も
大
事
で
す
が
、
そ
れ
を
超
え
た
規
範
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
の
か
は
、
実
に
重
要
で
す
。
し
か

も
、
そ
れ
は
単
な
る
制
度
に
落
と
し
込
む
よ
う
な
、
あ
る
い
は
法
律
で
規
定
す
る
よ
う
な
規
範
で
は
な

く
、
道
徳
や
倫
理
を
内
包
し
た
規
範
で
す
。
日
本
社
会
は
い
ま
ま
で
そ
う
い
っ
た
も
の
を
持
っ
て
き
た

し
、
こ
れ
か
ら
も
持
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
資
本
主
義
に
対
し
て
新
し
い
未
来
や
新
し
い
モ
デ
ル
を
示

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
私
は

,H
um

an C
o-becom

ing ,

と
言
っ

て
い
ま
す
が
、
日
本
の
伝
統
に
根
ざ
し
た
人
間
観
を
大
事
に
す
る
よ
う
な
社
会
の
創
造
の
仕
方
、
新
し

い
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
マ
ジ
ナ
リ
ー
（
社
会
的
想
像
）
で
す
。
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
は
そ
れ
を
提
案
し
て

（註13） 中根千枝『タテ社会の人間関係：単一社会の理論』（講談社、1967年）
（註14） Social and Solidarity Economy の略称。「社会的経済」と「連帯経済」という
2つの概念が融合した言葉である。
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く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

最
後
に

　

こ
れ
は
本
当
に
付
け
足
し
で
す
が
、
渋
沢
栄
一
の
『
論
語
と
算
盤
』
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

一
日
学
者
の
三
島
毅
（
中
洲
）
先
生
が
私
の
宅
へ
ご
ざ
っ
て
、
そ
の
絵
（
論
語
と
算
盤
）
を
見

ら
れ
て
甚
だ
お
も
し
ろ
い
、
私
は
論
語
読
み
の
方
だ
、
お
ま
え
は
算
盤
を
攻
究
し
て
い
る
人
で
、

そ
の
算
盤
を
持
つ
人
が
か
く
の
ご
と
き
本
（
論
語
）
を
十
分
に
論
ず
る
以
上
は
、
自
分
も
ま
た

論
語
読
み
だ
が
算
盤
を
大
い
に
講
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
お
ま
え
と
と
も
に
論
語
と
算
盤
を

な
る
べ
く
密
着
す
る
よ
う
に
努
め
よ
う
と
言
わ
れ
（
た
）。〔
中
略
〕
そ
の
富
を
成
す
根
源
は
何

か
と
い
え
ば
、
仁
義
道
徳
、
正
し
い
道
理
の
富
で
け
れ
ば
、
そ
の
富
は
完
全
に
永
続
す
る
こ
と

が
で
き
ぬ
、
こ
こ
に
お
い
て
論
語
と
算
盤
と
い
う
懸
け
離
れ
た
も
の
を
一
致
せ
し
め
る
事
が
、

今
日
の
緊
要
の
務
と
自
分
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。（
渋
沢
栄
一
『
論
語
と
算
盤
』、
東
亜
堂

書
房
、
１
９
１
６
年
、
２
～
３
頁
）
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こ
こ
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
二
松
学
舎
を
つ
く
っ
た
三
島
毅
（
中
洲
）
で
す
。
三
島
は
「
義
利

合
一
論
」
を
唱
え
、「
義
」
と
「
利
」
は
決
し
て
別
の
も
の
で
は
な
い
、「
義
」
と
「
利
」
は
同
じ
も
の

な
の
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
は
、
先
ほ
ど
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
が
言
及
さ
れ
た
懐
徳
堂
な
ど
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
流
れ
込
ん
で
い
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
日
本
の
近
代
の
初
期
資
本
主
義
に
お

い
て
取
り
上
げ
た
も
の
が
渋
沢
の
『
論
語
と
算
盤
』
で
す
。
渋
沢
自
身
は
「
道
徳
経
済
合
一
説
」
を
唱

え
て
い
ま
す
が
、
同
じ
方
向
性
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
、
私
た
ち
は
も
う
一
度
思
い
返
し
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
日
本
の
経
験
を
私
た
ち
は
よ
り
普
遍
化
し
て
い
く
義
務
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
の
講
演
で
も
紹
介
が
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
先
生
は
、
私
が
そ
の
晩
年
に

親
し
く
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
、「
日
本
は
世
界
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
」
と
繰
り
返

し
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
ベ
ラ
ー
先
生
に
は
、
日
本
は
戦
後
、
非
常
に
輝
か
し
い
社
会
を
つ
く
り

上
げ
て
き
た
で
は
な
い
か
、
そ
の
よ
い
姿
を
き
ち
ん
と
言
葉
に
し
て
概
念
化
し
世
界
に
伝
え
る
責
務
が

あ
る
、
そ
れ
を
君
た
ち
は
や
っ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
、
と
大
変
厳
し
く
叱
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
そ
れ
が
大
変
心
に
残
っ
て
お
り
、
こ
の
21
世
紀
政
策
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
、
そ
う
し



38

た
概
念
化
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
非
常
に
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
を
ま
と
め
ま
す
と
、
非
常
に
不
思
議
な
こ
と
で
す
が
資
本
主
義
に
お
け
る
倫
理
と
い
う
問
題
は
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
サ
ー
ク
ル
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
日
本
に
お
い
て
も
、
繰
り
返

し
新
し
い
形
で
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
資
本
主
義
に
対
し
て
新
し
い

方
向
性
を
示
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は
根
本
的
な
社
会
性
に
基
づ
い
た
新
し
い
人
間
観

が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
次
第
で
す
。



対　

談
【
対
談
者
】

ヒ
ュ
ー・ウィ
ッ
タ
カ
ー

　

中
島　

隆
博

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

日
産
現
代
日
本
研
究
所 

教
授

21
世
紀
政
策
研
究
所 

研
究
主
幹
／

東
京
大
学 
東
洋
文
化
研
究
所 

所
長
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日
本
企
業
へ
の
期
待

中
島　

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
、
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生
の
問
題
意
識
が
非
常
に
ク

リ
ア
に
示
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
講
演
の
最
後
に
、
新
自
由
主
義
的
な
考
え
方
、
強
欲
資
本
主

義
は
い
ろ
い
ろ
な
姿
を
取
っ
て
現
れ
て
く
る
た
め
、
よ
く
警
戒
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
先
生
は
日
本
の
企
業
経
営
や
日
本
型
の
資
本
主
義
に
対
し
て
可
能

性
を
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
企
業
を
超
え
た
連
帯
や
規
範
を
打
ち
出
し
、

ど
う
す
れ
ば
強
欲
基
本
主
義
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
で
き
る
の
か
、
い
ま
の
日
本
の
企
業
に
対
し
て
、
も

う
少
し
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー　

難
し
い
質
問
を
投
げ
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
前
に
一
つ
中
島
先
生
が
言
及
し
た
カ

ー
ル
・
ポ
ラ
ニ
ー
に
つ
い
て
加
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
も
ポ
ラ
ニ
ー
の
『
大
転
換
』
と
い
う
本
に
か
な
り
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
ポ
ラ
ニ
ー
は
、
も
と

も
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
で
ウ
ィ
ー
ン
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ナ
チ
ス
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
侵
略
し
た
直

前
だ
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
し
て
、
そ
の
本
を
書
き
は
じ
め
ま
し
た
。
彼
の
基
本
的
な
疑

問
は
、
ナ
チ
ス
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
で
す
。
驚
く
こ
と
に
、
彼
は
、
19
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
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主
義
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
答
え
を
出
し
ま
し
た
。
19

世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
化
の
中
で
、
国
家
の
力
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
規
制
が
剝
が
さ
れ
、
自
由
主
義

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
も
と
、
不
自
然
な
市
場
つ
ま
り
労

働
市
場
、
金
融
市
場
、
不
動
産
市
場
が
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
をG

old S
tandard

（
金
本
位
制
）

で
輸
出
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
19
世
紀
後
半
の
貿

易
の
仕
組
み
で
す
ね
。
ポ
ラ
ニ
ー
の
議
論
は
、
市
場
主

義
に
な
っ
て
い
く
と
必
ず
反
動
が
起
き
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
緩
や
か
な
反
動
、
極
端
な
反
動
、
い
ろ
い
ろ
な

形
の
反
動
が
あ
り
、
そ
の
極
端
な
反
動
が
ナ
チ
ス
だ
と

い
う
主
張
で
す
。

　

戦
争
が
起
き
て
イ
ギ
リ
ス
主
導
の
自
由
主
義
が
潰
さ

れ
、
第
２
次
世
界
大
戦
後
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
な
く
ア
メ

左から、ウィッタカー教授、中島研究主幹
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リ
カ
の
主
導
で
世
界
経
済
が
立
て
直
さ
れ
ま
し
た
。
で
す
が
、
直
ち
に
自
由
主
義
に
な
っ
て
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
１
９
２
０
年
代
、
１
９
３
０
年
代
に
は
、
情
け
な
い
政
治
的
な
結
末
が
あ
っ
た
り
経
済

的
な
大
恐
慌
が
あ
っ
た
り
し
た
こ
と
で
、
社
会
規
制
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
裁
量
で
か
け
、
特
に
労
働
と

資
本
の
妥
協
や
交
渉
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
性
を
持
ち
な
が
ら
市
場
を
つ
く
り
直
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
年
月
が
経
つ
と
そ
れ
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
今
度
は
新
自
由
主
義
に
な
り
ま
し
た
。
ポ
ラ

ニ
ー
の
議
論
を
借
り
る
と
、
新
自
由
主
義
に
も
必
ず
同
じ
よ
う
な
極
端
な
反
動
が
起
き
ま
す
。
イ
ギ
リ

ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
な
ど
は
、
そ
の
反
動
の
一
つ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
自
由
主
義
が
社
会
性
を
剝
が
そ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

世
界
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
極
端
な
反
動
が
必
ず
起
き
ま
す
。
極
端
に
剥
離
が
進
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ

リ
カ
で
は
極
端
な
反
動
が
今
後
起
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
海
外
の
影
響
を
受
け
て
、
株
主
に
も
っ
と
還
元
し
よ
う
と
か
、
自
己
資
本
利
益
率
（
Ｒ
Ｏ

Ｅ
）
を
増
や
そ
う
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
投
資
家
を
有
利
に
す
る
と
い
う
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
的

な
考
え
方
と
は
違
う
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
社
会
性
を
持
っ
た
資
本
主
義
が
薄
れ
て
し
ま

っ
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は
な
く
な
っ
て
お
ら
ず
、
戦
後
の
道
徳
観
、
経
済
と
道
徳
は
別
々
の
も
の
で
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は
な
い
と
い
う
考
え
方
を
忘
れ
て
は
い
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
ほ
ど
の
極
端

な
政
治
的
反
動
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
が
日
本
贔
屓
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
戦
後
の
社
会
性
を
持
っ
た
経
済
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｔ
や
Ｄ
Ｘ
な
ど
の
進
展

の
中
で
の
社
会
性
を
持
っ
た
新
し
い
形
の
経
済
が
日
本
か
ら
生
ま
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
も
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク

（
（註

（
註

を
見
て
い
る
と
、
市
場
主
義
と
言
い
な
が
ら
も
独
占
的
で
、
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
か
と
い
っ
て
中
国
が
モ

デ
ル
に
な
る
か
と
い
う
と
、
国
家
が
強
く
締
め
付
け
て
お
り
モ
デ
ル
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
日

本
に
期
待
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
極
端
に
は
変
化
し
て
い
な
い
た
め
、
道
徳
倫
理
と
経
済
は
別
物
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
常
に
そ
の
考
え
方
を
再
生
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
戦
後
に

つ
く
ら
れ
た
協
同
組
合
の
制
度
は
新
し
い
形
で
立
て
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

経
団
連
の
次
期
会
長
は
筒
井
義
信
氏
で
、
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
の
会
長
で
す
が
、
そ
の
会
社
の
ル

ー
ツ
は
相
互
扶
助
で
す
の
で
、
経
団
連
次
期
会
長
は
相
互
主
義
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

そ
の
よ
う
な
日
本
に
は
、
新
し
い
形
で
相
互
扶
助
、,H

um
an C

o-becom
ing ,

を
考
え
直
す
力
が
あ

（註15） 世界で強い影響力をもつ巨大 IT企業の総称のこと。Google、Amazon、Facebook、
Apple、Microsoft など。
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る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
島　

経
団
連
の
現
会
長
で
あ
る
十
倉
雅
和
氏
も
、
繰
り
返
し
「
社
会
性
の
視
座
（From

 the 
S

ocial P
oint of V

iew

）」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
日
本
も
一
時
期
は
新
自
由
主
義
的
な
発

想
に
随
分
傾
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
弊
害
は
思
っ
た
以
上
に
大
き
か
っ
た
。
十
倉
会
長
は
そ

れ
を
反
省
し
て
、
も
う
一
度
社
会
性
を
立
て
直
す
の
だ
と
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、
私
も
そ
れ
に
大

賛
成
で
す
。
そ
の
た
め
の
社
会
的
な
リ
ソ
ー
ス
や
制
度
が
日
本
の
社
会
に
は
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

て
、
そ
れ
を
何
ら
か
の
形
で
私
は
掘
り
起
こ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
社
会
や
企
業
に
は
、

い
ろ
い
ろ
と
豊
か
な
概
念
が
眠
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
て
、
そ
れ
こ
そ
ベ
ラ
ー
先
生
が
言
っ
た
よ
う
に
、

そ
れ
を
き
ち
ん
と
概
念
化
し
て
世
界
に
示
す
こ
と
が
日
本
の
責
任
で
す
。

　

レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

中
島　

カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ニ
ー
が
ま
さ
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
あ
の
本
を
書
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
非

常
に
象
徴
的
だ
と
思
い
ま
す
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
は
、
あ
る
意
味
で
今
の
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
経
済
よ

り
も
古
い
と
い
う
か
、
日
本
と
は
別
の
伝
統
を
担
っ
て
い
る
場
所
で
、
あ
る
種
の
ヘ
テ
ロ
ト
ピ
ア

（
（註

（
註

み
た

（註16） フランスの哲学者であるミシェル・フーコー（1926年–1984年）が述べた概念で
あり、ほかの場所とは異質な「他なる場所」を意味する言葉。
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い
な
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
が
社
会
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
が
ポ
ラ
ニ
ー
の
よ
う
な
人
を
受
け
入
れ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
私
は
、
そ
こ
が
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
の
非
常
に
健
全
な
と
こ
ろ
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
考
え
て
い
く
と
、
先
日
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
と
お
話
し
し
た
と
き
に
、
イ

ギ
リ
ス
の
現
職
の
財
務
大
臣
が
「
規
制
緩
和
」
と
言
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
社
会
性
の
視
座
を
持
つ
た

め
に
は
適
切
な
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。
と
り
わ
け
金
融
型
資
本
主
義
に
対
す
る
適
切
な
規

制
を
わ
れ
わ
れ
は
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
が
規
範
や
規
制
の
問
題

を
考
え
る
と
き
に
、
何
か
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
も
の
は
お
あ
り
で
し
ょ
う
か
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー　

２
０
２
４
年
は
ア
メ
リ
カ
も
日
本
も
イ
ギ
リ
ス
も
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
が
、
表
層
的

に
見
る
と
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
に
は
ア
メ
リ
カ
と
か
な
り
違
っ
た
動
き
が
あ
り
、
保
守
党
が
議
席
の
３
分

の
２
を
失
い
労
働
党
が
圧
勝
し
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
見
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
は
伝
統
的
な
労
働
党
が
持
っ

て
い
る
価
値
観
に
期
待
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
新
し
い
労
働
党
政
権
の
予
算
発
表
は
、

富
裕
層
と
い
う
よ
り
も
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ソ
ン
と
農
民
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
で
財
政
の
大
き
な
穴
を

埋
め
る
と
い
う
内
容
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
れ
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
で
、
つ
ま
り
燃
料
が
か
な
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り
高
価
に
な
っ
て
い
て
、
冬
に
家
を
ど
う
温
め
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
政
府
は
高
齢

者
に
対
す
る
援
助
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
金
融
界
は
も
っ
と
元
気
に

イ
ギ
リ
ス
を
引
っ
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
後
で
金
融
界
に

か
け
た
規
制
を
撤
廃
す
る
と
い
う
意
向
を
発
表
し
ま
し
た
。
国
民
は
、
な
ぜ
労
働
党
が
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
す
る
の
か
と
驚
い
て
い
ま
す
。

　

保
守
党
か
ら
労
働
党
に
な
り
ま
し
た
が
、
国
民
は
労
働
党
を
支
持
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
現
状
が
嫌

に
な
っ
て
投
票
を
変
え
た
の
で
す
。
今
度
は
労
働
党
に
対
し
て
多
大
な
反
発
が
生
じ
る
可
能
性
が
高

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
よ
り
、
保
守
党
よ
り
も
極
右
に
票
が
行
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
、
み
ん
な
が
心
配
し
始
め
て
い
ま
す
。
極
右
の
党
で
あ
る
英
国
改
革
党
の
ナ
イ
ジ

ェ
ル
・
フ
ァ
ラ
ー
ジ
党
首
（
２
０
２
４
年
12
月
19
日
現
在
）
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
、
特
に
イ
ー
ロ
ン
・

マ
ス
ク
と
仲
良
し
で
す
。
マ
ス
ク
が
１
億
ポ
ン
ド
の
寄
付
を
そ
の
党
に
す
る
と
い
う
噂
が
あ
り
ま
す
。

２
０
２
４
年
12
月
16
日
に
、
そ
の
党
首
が
フ
ロ
リ
ダ
に
あ
る
ト
ラ
ン
プ
の
別
荘
で
あ
る
マ
ー
ル
・
ア
・

ラ
ゴ
で
マ
ス
ク
と
会
談
し
て
お
り
、
そ
の
際
の
写
真
も
公
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
に

そ
れ
を
止
め
る
法
律
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
お
金
が
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
に
影
響
す
る
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こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

中
島　

私
は
ま
さ
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
問
題
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
種
の
社

会
性
を
考
え
る
と
、
健
全
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
な
い
と
う
ま
く
社
会
性
が
機
能
し
な
い
と
思
う
わ
け
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
イ
ギ
リ
ス
の
例
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
て
も
非
常

に
極
右
の
力
が
伸
長
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。
世
界
的
に
見
て
も
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
が
非
常
に
危
う
い
も
の
に
な
り
か
け
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
私
た
ち
の
根
本
的
な
社
会
性
を
考
え
る
と
、
民
主
主
義
に
基
づ
い
た
再
配
分
や
不
公
正
さ
の

除
去
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
資
本
主
義
が
よ
い
方
向
に
向
か
う
こ
と
と
民
主
主
義
が
健
全
さ

を
維
持
す
る
こ
と
は
別
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
は
ご
講
演
の
冒
頭
で
ト
ク
ヴ
ィ
ル
を
引
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
い

た
時
代
の
ア
メ
リ
カ
は
、
大
統
領
が
い
ま
の
ト
ラ
ン
プ
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
と
い
う
問
い
を
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
出
し
ま
し

た
。
そ
の
答
え
は
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
制
度
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
し
か
も
下
か
ら
の

意
見
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
く
み
上
げ
て
い
く
仕
組
み
が
非
常
に
よ
く
で
き
て
い
る
か
ら
で
し
た
。
だ
か
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ら
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
は
多
様
な
声
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス

は
ど
う
か
と
い
う
と
、
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト

（
（註

（
註

（
１
９
０
６
年

－

１
９
７
５
年
）
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
を

よ
く
批
判
し
て
お
り
、
革
命
に
よ
り
声
が
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、O

ne V
oice

に
統
合
さ
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
は
非
常
に
よ
く
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
す
る
と
21
世
紀
の
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
多
様
な
声
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
と
、
そ
の
上

で
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
資
本
主
義
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
支
え
て
い
る
も
の

中
島　

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
の
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
イ
ギ
リ
ス
も
危
な
い
方
向
に
行

く
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
る
種
の
賢
慮
を
働
か
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
中
道
的
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
社
会
制
度
に
戻
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー　

一
つ
前
の
質
問
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
に
連
帯
感
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

の
勢
い
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
観
点
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

（註17） ドイツ出身のアメリカの政治哲学者、思想家。著書に『革命について』（志水速雄訳、
ちくま学芸文庫、1995年）などがある。
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日
本
に
対
し
て
感
動
し
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
経
団
連
が
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
」
と
い
う
概
念
を
打
ち
出
し
て
公
表
し
た
提

言
（
（註

（
註

に
は
、
株
主
重
視
型
資
本
主
義
は
行
き
過
ぎ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
た
こ

と
で
す
。
そ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
の
Ｃ
Ｂ
Ｉ
（
英
国
産
業
連
盟
）
が
書
く
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
Ｃ
Ｂ
Ｉ
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
落
ち
込
ん
で
い
る
組
織
で
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
が
起
き
て
イ
ン
フ
レ
が
よ
り
活
発
に
な
っ

た
と
き
、
誰
が
そ
の
負
担
を
負
う
の
か
と
い
う
議
論
が
重
要
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
燃
料
や
食
料
品
の

価
格
高
騰
な
ど
を
受
け
て
雇
用
者
が
賃
上
げ
を
要
求
し
ま
し
た
が
、
１
９
７
０
年
代
と
同
じ
よ
う
に
イ

ン
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
に
な
る
こ
と
を
懸
念
し
た
英
国
銀
行
は
賃
上
げ
を
抑
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
労
働
者
が
負
担
を
受
け
る
べ
き
だ
と
い
う
姿
勢
で
す
。
会
社
は
ど
ん
ど
ん
値
上
げ
し
、
そ
の
負
担

を
普
通
の
労
働
者
が
負
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
フ
レ
抑
制
ア
プ
ロ
ー

チ
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
が
労
働
者
の
賃
上
げ
を
抑
制
し
よ
う
と
し
た
の

に
対
し
て
、
日
本
は
政
府
が
イ
ン
フ
レ
率
を
上
回
る
賃
上
げ
を
促
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
は
、
イ
ン

フ
レ
に
よ
り
大
企
業
が
力
を
使
っ
て
下
請
会
社
や
関
連
会
社
に
し
わ
寄
せ
を
押
し
付
け
よ
う
と
す
る
可

（註18） 「。新成長戦略」（2020年11月17日公表）
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能
性
を
防
ぐ
た
め
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
大
企
業
と
中
小
企
業
が

き
ち
ん
と
交
渉
が
で
き
る
よ
う
に
、
大
企
業
が
広
く
負
担
を
負
う
よ
う
な
形
で
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

公
正
な
負
担
、
つ
ま
り
や
む
を
得
な
い
変
化
を
誰
が
負
う
か
、
そ
れ
は
ひ
と
り
勝
ち
で
は
な
く
負
担
を

分
か
ち
合
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
は
イ
ギ
リ
ス
に
は
ま
っ
た
く
感

じ
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
感
動
し
た
こ
と
と
し
て
、
日
本
で
は
、
行
く
と
こ
ろ
行
く
と
こ
ろ
で
活
発
な
勉
強
会
や
研

究
会
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
Ｄ
Ｘ
を
生
か
し
た
社
会
や
、
Ｇ
Ｘ
を
ど
う
展
開
し

て
い
く
か
な
ど
に
つ
い
て
、
組
織
内
だ
け
で
は
な
く
、
役
所
と
民
間
の
人
々
が
一
緒
に
な
っ
て
話
し
合

い
を
す
る
勉
強
会
が
無
数
に
あ
り
ま
し
た
。
日
本
に
は
、
そ
う
い
う
元
気
さ
と
真
剣
さ
が
あ
り
、
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
よ
く
感
じ
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
は
そ
れ

を
感
じ
ま
す
が
、
企
業
社
会
に
は
あ
ま
り
感
じ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
日
本
に
は
、
そ
の
意
味
で
も
期
待
を

か
け
て
い
ま
す
。

中
島　

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
が
日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
受
け
止
め
ま
し
た
。
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そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
が
実
現
す
る
よ
う
な
人
へ
の
投
資
を

中
島　

最
後
に
一
つ
伺
い
た
い
こ
と
は
人
へ
の
投
資
に
つ
い
て
で
す
。
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
は
人
へ
の

投
資
の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
人
的
資
本
で
は
な
く
人
的
資
源
と
表
現
し

て
い
る
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
人
間
をH

um
an R

esources

と
見
て
し
ま
う

こ
と
は
よ
く
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
人
に
投
資
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
人
を
投
資
対
象

と
し
て
見
た
り
、
何
か
の
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
使
い
尽
く
し
た
り
す
る
よ
う
な
対
象
と
し
て
見
た
り
す
る

こ
と
と
は
ま
っ
た
く
違
う
、
別
の
形
の
投
資
が
人
に
対
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
具
体
的
に
は
賃
上
げ
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
賃
上
げ
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
そ
の
人
の
能
力
や
、
そ
の
人
の
希
望
、
望
み
が
花
開
い
て
い
く
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

こ
と
も
立
派
な
投
資
だ
と
思
い
ま
す
。,H

um
an C

o-becom
ing ,

と
い
う
考
え
方
は

,H
um

an C
o-

flourishing ,

で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
共
に
繁
栄
す
る
、
花
開
い
て
い
く
よ
う
な
も
の
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
で
す
か
ら
賃
金
の
上
昇
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
々
が
よ
り
豊
か
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
投
資
が

な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
先
生
が
人
へ
の
投
資
を
お
考
え
に
な
る
と
き
は
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
お
考
え
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に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー　

十
分
熟
し
た
考
え
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
前
置
き
し
て
お
き
ま
す
。
人
間
は
そ

れ
ぞ
れ
の
希
望
を
持
っ
て
い
て
、
出
世
し
て
偉
く
な
り
た
い
人
も
い
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
何
と
か
や

っ
て
い
き
た
い
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
い
ま
す
。
人
の
希
望
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の
希

望
を
実
現
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
か
ど
う
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
新
し
い
資
本
主
義
の
流
れ
の
中
で
新
し

い
「
三
位
一
体
の
労
働
市
場
改
革
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
三
位
と
は
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
、

ジ
ョ
ブ
型
雇
用
、
労
働
の
移
動
で
す（

（註

（
註

。
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
場
合
は
誰
が
負
担
を
持
つ
か
と
い
う
問

題
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、
結
局
、
企
業
と
政
府
が
負
担
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
政

府
が
労
働
移
動
を
奨
励
す
る
な
ら
、
政
府
の
負
担
が
当
然
よ
り
大
き
く
な
る
は
ず
で
す
。
ど
こ
で

リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
行
う
か
は
、
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。
で
は
、

そ
の
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
大
学
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
に
な
り
ま
す
。
18
歳

か
ら
22
歳
ま
で
の
若
者
へ
の
教
育
で
は
な
く
社
会
人
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
か
ら
。

　

ま
た
、
多
様
な
社
会
課
題
と
併
せ
て
包
括
的
に
考
え
る
べ
き
で
す
。
例
え
ば
、
ポ
ー
ル
・
コ

（註19） 内閣官房新しい資本主義実現会議において「三位一体の労働市場改革の指針」
（2023年 5 月16日）が決定され、同年 6 月16 日に閣議決定された「経済財政運営と改
革の基本方針 2023 加速する新しい資本主義～未来への投資の拡大と構造的賃上げの実
現～」（骨太方針 2023）において、①リスキリングによる能力向上支援、②個々の企業の
実態に応じた職務給の導入、③成長分野への労働移動の円滑化、を内容とする「三位一体
の労働市場改革」を行うことが示された。
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リ
ア
ー
のLeft Behind

で
は
イ
ギ
リ
ス
の
南
部
と
北
部
の
問
題
に
言
及
し
て
い
ま
す
。
北
部
がLeft 

B
ehind

（
取
り
残
さ
れ
る
）
に
な
り
か
け
て
い
ま
す
。Left B

ehind

に
な
ら
な
い
た
め
に
ど
の
よ
う

な
配
分
を
す
る
か
、
そ
の
地
域
に
住
み
た
い
人
が
住
め
る
か
ど
う
か
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
で
そ
う
い
う
再

配
分
の
議
論
が
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
実
行
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
で
も
、
地
方
で
そ
の

ま
ま
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
若
者
が
住
め
る
か
と
い
う
と
、
そ
こ
に
は
難
し
い
問
題
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
何
と
か
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
意
欲
を
日
本
に
は
感
じ
ま
す
。

中
島　

私
も
、
大
学
の
役
割
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
痛
い
ほ
ど
感
じ
ま
す
。
大
学

が
「
白
い
巨
塔
」
で
あ
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
は
済
ま
な
く
な
っ
て
い
て
、

社
会
と
と
も
に
知
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
知
の
再
配
分
の
セ
ン
タ
ー
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
大

学
は
決
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
の
外
部
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
実
は
そ
の
真
ん
中

に
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
日
本
で
も
地
方
再
生
は
非
常
に
困
難
を
極
め
て
い
ま
す
が
、
幸
い
に
も
地
方
に

も
い
ろ
い
ろ
な
形
で
盛
り
立
て
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ

と
は
大
学
と
い
う
地
に
お
い
て
も
そ
う
で
す
が
、
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
大
事
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
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考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。



オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
訪
問
の
概
要
報
告
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21
世
紀
政
策
研
究
所
「
資
本
主
義
・
民
主
主
義
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
し
て
、
中
島
隆
博
研
究
主
幹
が
２
０
２
４
年
10
月
６
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
大
学
を
訪
問
し
、
ヒ
ュ
ー
・
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
教
授
、
ポ
ー
ル
・
コ
リ
ア
ー
教
授
、
コ
リ
ン
・
メ

イ
ヤ
ー
教
授
ら
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

◦
日
本
の
現
状
分
析

　

い
ま
日
本
に
は
、
金
融
化
型
資
本
主
義
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
資
本
主
義
、
新
開
発
国
家
型
資
本
主
義

と
い
う
３
つ
の
異
な
る
ベ
ク
ト
ル
の
資
本
主
義
が
並
存
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

◦
今
後
の
懸
念

　

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
安
全
保
障
の
観
点
に
基
づ
く
政
策
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
新
開
発
国
家
型
資
本
主

ヒ
ュ
ー
・
ウ
ィ
ッ
タ
カ
ー
教
授

（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学 
日
産
現
代
日
本
研
究
所 

教
授
）
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義
の
方
向
が
強
ま
る
可
能
性
を
懸
念
し
て
い
る
。
加
え
て
、

い
ま
の
金
融
化
型
資
本
主
義
に
偏
り
す
ぎ
て
い
る
経
済
へ
の

危
機
感
も
あ
る
。
３
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
で
、
次
の

次
元
の
資
本
主
義
へ
発
展
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

◦
日
本
へ
の
期
待

　

異
な
る
ベ
ク
ト
ル
の
も
の
が
衝
突
す
る
と
摩
擦
が
生
じ
る

が
、
そ
の
摩
擦
を
健
全
な
も
の
に
し
て
摩
擦
か
ら
新
し
い
も

の
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
と
企
業

と
の
対
話
、
国
と
社
会
（
経
団
連
な
ど
個
別
企
業
で
は
な
い

レ
ベ
ル
）
と
の
対
話
が
不
可
欠
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
矛
盾

す
る
も
の
を
白
黒
つ
け
ず
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
と
い
う
こ
と

が
得
意
で
、
そ
こ
が
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

日
本
に
は
、
欧
米
の
投
資
家
の
声
に
対
抗
す
る
意
識
を
持

っ
て
ほ
し
い
。

左から、中島研究主幹、コリアー教授、メイヤー教授、ウィッタカー教授
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◦
過
疎
化
の
問
題
に
つ
い
て

　

地
域
間
格
差
や
人
口
動
態
の
問
題
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
公
共
政
策
の
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有

効
だ
と
考
え
る
。
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
分
権
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
す
な
わ
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
ら
の
手
で

解
決
策
を
見
出
し
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
を
提
供
す
る
こ

と
が
今
後
の
社
会
変
革
に
お
い
て
は
重
要
だ
と
い
え
る
。

　

◦
日
本
へ
の
課
題
意
識

　

日
本
に
お
け
る
、
年
齢
や
性
別
に
基
づ
く
バ
イ
ア
ス
、
特
に
若
い
女
性
が
意
思
決
定
に
参
加
す
る
機

会
が
少
な
い
現
状
に
懸
念
が
あ
る
。
彼
ら
の
声
が
尊
重
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

◦
企
業
の
役
割

　

企
業
は
そ
の
性
質
上
持
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
企
業
は
上
記
の
よ
う

ポ
ー
ル
・
コ
リ
ア
ー
教
授

（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学 

ブ
ラ
ヴ
ァ
ト
ニ
ッ
ク
公
共
政
策
大
学
院 

教
授
）
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な
社
会
問
題
に
対
し
て
持
続
可
能
な
解
決
策
を
提
供
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
企
業
が
社

会
的
責
任
を
重
視
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
選
択
し
、
持
続
可
能
な
事
業
活
動
を
展
開
し
て
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
資
本
主
義
の
未
来
に
お
い
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

◦
資
本
主
義
と
倫
理
・
道
徳

　

資
本
主
義
に
は
倫
理
・
道
徳
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
道
徳
的
基
盤
な
し
に
は
資
本

主
義
が
機
能
し
な
い
と
考
え
て
い
た
し
、
孔
子
も
同
様
に
資
本
主
義
に
倫
理
的
基
盤
を
求
め
て
い
た
。

日
本
で
は
、
渋
沢
栄
一
が
資
本
主
義
に
儒
教
の
道
徳
概
念
を
取
り
入
れ
た
。

「
共
感
」
と
「
同
感
」
が
倫
理
・
道
徳
の
基
盤
で
あ
る
。

コ
リ
ン
・
メ
イ
ヤ
ー
教
授

（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学 

サ
イ
ー
ド
経
営
大
学
院
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
）
経
営
学
名
誉
教
授
）
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◦
市
場
と
法
的
規
制

　

自
己
利
益
が
市
場
活
動
の
原
動
力
だ
が
、
倫
理
・
道
徳
的
基
盤
が
「
見
え
ざ
る
手
」
と
し
て
機
能
し

て
社
会
に
利
益
を
も
た
ら
す
。
つ
ま
り
、
資
本
主
義
に
お
い
て
は
「
真
の
利
益
」
す
な
わ
ち
他
者
を
搾

取
し
な
い
正
し
い
方
法
で
獲
得
す
る
利
益
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
社
会
に
調
和
を
も
た
ら
す

と
い
え
る
。
他
人
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
利
益
を
追
求
す
る
ル
ー
ル
を
法
的
に
制
定
す
べ
き
だ
と
考

え
る
。

　

そ
し
て
、
人
間
は
本
質
的
に
社
会
的
な
動
物
で
あ
る
が
故
に
、
資
本
主
義
は
本
質
的
に
他
者
と
協
力

し
共
感
し
協
働
す
る
社
会
に
お
い
て
よ
く
機
能
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

　

◦
日
本
へ
の
評
価

　

日
本
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
西
洋
型
の
株
主
資
本
主
義
と
日
本
の
伝
統
的
な
企
業
文
化

を
融
合
さ
せ
た
独
自
の
モ
デ
ル
へ
と
進
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
短
期
的
な
利
益
追

求
だ
け
で
な
く
長
期
的
な
視
点
に
基
づ
い
た
持
続
可
能
な
成
長
を
目
指
す
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
。
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